
ｌ

ｏ
鋭
自

治
碁
畠
へ会
に
む
け
て

ｗ
解
決
の
た
め
に

暴
力
の
根
絶
と
一

載
そ
の
提
案
と
喜
ボ

′％
年
二
月
２
日
精
警
費
鰍
苫
響
凛
貧
堂
Ｚ
里
干
】興
会

↑
は
じ
め
に
）

去
る
―
日
力
日
、
遂
に
東
大
で
「
中
核
糸
Ｌ
メ
ン
バ
ー
の
―

人
が
殺
署
さ
れ
る
と
ゞ
う
澤
惨
な
肉
ゲ
ざ
与
右
が
丞
圧
し
３
レ

た
。言

た
、
３
田
な
の
Ｊ
基
聴
憎
肝
が
、
ニ
カ
月
後
９
二月
末

に
追
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
生
ず
三
量
回
曇
野
丞
Ψ
△
Ⅶ
長
と

な
ろ
獅
猟
爵
孜
Ｏ
ｎ
こ
け
い
フ
ヽ
ヽ
滲
た
Ｊ
上
ｇ
ッず
、
こ
の

３
で
で
日
３
□
景
が
驀
選
こ
な
っ
て
し
ョ
う
可
能
性

，
り
ａ
り

辱

。
こ
れ
ら
Ｑ
固
議
を
□
興
卜
、
「
中
滋
糸
」
ク
市
む
ど
で
る
暴

ム
径
香
留
て

「

一
ヽ
〓
二
Ｃ
飛
太
↓
バ
「
ス
ト
Ｌ
に
向
け

て
．

毅̈
兼
濯
理
を
は
じ
め
と
で
る
受
若
者
承
し
く
し
て
力
一て
い
び
す
。

現
在
．
き
さ
に
よ
君
部
牟
不
び
軍
人
な
局
面
ゼ
迎
ぇ
て
い
る
こ

告口わ
な
け
ん
じ
な
り
Ｊ
せ
ん
。

数
落
毬
百
孫
碁
雨
雁
杏
員
公
は
、
こ
の
よ
う
な
事
能
を
０
‘

え
、
一
・
〓〓
自
弟
奮
尽
祭
澪
懺
で
自
耳
て
、日黍
響
香
Ш①

一橘
と
、
察
閻
題
ｎ
雪
含
直
り
晶
濯
に
さ
し
曇
ｔ
ｏ
で

イｙ。

ｏ
遂
に
内
ゲ
バ
殺
人
事
件
発
生
″

「中
核
漁
」
、督
専
ル
派
」
な
ど
す
べ
て
の
暴
力
集
団
は

今
す
ぐ
東
大
か
ら
出
て
い
け
″
―
―
‥

こ
嘲寧
争
に
も
、
「
｛琺
飴
ど

ヽ
「
革
マ
ル
派
」
な
ど
曾
墨
型
禾

団
博
、
一尽
入
承
尽
ゼ
花
争
を
く
力
返
し
て
お
り
、
こ
０
３
年
間
だ
け

を
と
っ
て
ａ
て
も
二
宋
島
■
什も
の
風
憔
蝋
戦
Ｔ
」し
て
い
き
ず
。

特
民
２
Ｉ
量
理
や
菜
二
曇
星
ぞ
咬
ヽ
フ
Ｋ
唇
Ｘ
策
蟄
撃
【

番
ん
し
て
お
り
′、
螢
流
¨

で
Ｑ
蟄
孫
巌
な
さ
れ

て
い
３
し
た
が
、
ハ
回

９
塁
蕉
け
そ
れ
が
長
忌

の
形
ぞ
現
わ
れ
た
も
の

と
富

黙

る

苑

傷

σせ

ん

。特
に
こ
ｑ
Ｒ
で
、
こ

れ
専
で
「
中
彩
蛉
菖
の

一懺
窄
７
駆
遣
し
て

，
江
¨

南
賞
雪
局
Ｑ
貢
准
ぴ
駆
レ
晶
製
”れ
て
い
‘
づ
。

碁
恙
ｂ
ぎ
っ
た
く
軍
人
で
の
り
ヽ
一卦
Ｔ
命
了
長
各
２
し
た
「
血

０
■
争
Ｌ
（昇
ギ
グ
滸
ざ
な
い
た
め
に
、
一旬
０
殺
人
差
果
日
で
泉

太
か
り
一端
せ
る
こ
と
が
軽
思
崚
ネ
め
う
れ
て
い
ぎ
づ
。

,93年 〕
。赤へltr可発、」の中:じメンピ■が

「中擁勲」によって嘔断させられる
:こよって

r,34Lヽ

05 牧 ′陥 が散 献 t~a
に 、呵団がこと洵時して一飲
陥 熱

鶴
昼すぎ

｀
、E号舘入口て

‐r嘲
隣し

ο揃 4徹湾日本不明の男をとり風
漁 ヨ:1)4、 幸傷夕白わせる。

"・

tC

ぎ猟鑑纂 織
筆 2

蠍
怖彗の乱閣,A云鰤 1拗
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で、東一

`程

腱礎 み赫峙.在
、ビーサゞ k樹本書艶識t
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②
謂
核
糸
」が
企
ら
む
♂
岱
ス
一バ
リ
ス
ト
」ｒ

ｌ

意
に
も
ヤ
害
（問
題
一亡
口
中
に
し
た

七
サ
動
で
、新
警
覺
部
け
重
人
事
生志
ｗ
∞

０

■
史

期
証
爵
驚
書
ｒ
ｉ
暴
力
索

団

０
■

動

Ｏ
Ｉ

曇
即
常
書
き
段

「
中
滋
派
」
は
、
「
Ｃ
代
入
↑
意
を
軸
曇
善
界
会
バ
）
」
を
不
当

に
デ
ッ
サ
上
げ
て
、
就
厭
波
壊
の
「
バ
リ
ス
ト
Ｌ
を
強
看
し
よ
う
と

し
て
い
き
ず
が
、
こ
れ
日
興
Ｕ

盟
天
訳
へ
′‐′歯
ス
「
雀
杏
団
州
篇
鸞
反

＋
■
潤
っ
て
ィ
ギ
ト、
い
わ
陣
雪
暴
刀

香

各

曇

３

・

七
〇
年
ん
に
日
、
皮
の
よ
う
に

就
顧
０
た
ぴ
ご
と
に
「
Ｃ
北
人

」
を
デ
ッ
４
上
げ
「
バ
リ
ス
■

」
を
行

い
．
硼
ん
ぼ
七
０
１
七

五
年
Ｌ
日
、
十

二
回
Ｑ
二
鶏
醜

験

Ｑ
Ｚ
■
年‘
塁
肥
企
皿
己
が

回
、常収
鶴
凶
慌
が
三
回
て
、
正
辮
昌
本
翠
れ
た
①
Ｕ
四
回
の

外ひ
て
′。
そ
０
し
わ
寄
七
け
そ
０
０
こ
早
嬰
蘇
轡
尽
境
Ｔ
νつ
け
ら

れ
、春
本
勁
こ
半
上し
た
り
．四
日
長
Ｕ
塚
太
輝
ｊ
雖
嘗
看
っ
た

り
、
そ
の
旭
さ
ａ
ギ）３
な
形
の
塁
調と
な
つ
て
き
３
し
た
。
暑
だ
卒

半秀
』
し
な
曝
刃
し
て
＝
使
綸
夕
贔
薗
置
で
）一爺
ぶ
緊
坐
留
ワ
う
れ
な
べ
り

た
各
ν
年
業
募
器
Ｔ
ご
ろ
Ｚ
■
か
２
齢
響
え
∽
曇
び可

②

そ

ｔ

ｔ

ｔ

不

当

な

「
Ｃ

代

人

」

と
ヽヽ
あ
千
「
申
戒
派
」
は
、
「
導
■
の
十
倉
の
一
９
雰
魯
笙
晨
〕

た
か
ら
、ん
大
Ω
聰
雄
が
で
き
る
」
と
ホ
ｔ
て
ひ
み
て
が
、
申
籠
が

づ
見
て
も
、拍猥
留
蝕
いら
し
て
も
、
菊
ぢ
に
「
代
大
し
を
話
る
菫
恥

ｂ
あ
可
３
せ
ん
・

笙
■
に
、
「
Ｃ
斗
」
「
Ｃ
木
△
民
Ｌ
な
ど
の
名
前
で
「
人
杏

を

提
通
じ
て
い
き
■
が
、
ヽ
れヽ
が
導
部
ュ
を
主
本
と
し
た
「
由
核
派
」

以
上
述
へ
７
雷
Ｅ
「
中
核
派

」
①
暴
力
的
書
動
の
拡
大
は

、
並里
買

問
題
が
量
甲
午

泥
沼
害
の
様
相
乙
市
び
了
杢
Ｌ
た
の
で
の
り
、
そ

皇

鷺
会
」は
　
「
存
惇
顕
限

」
番
ル
Ｋ

／日
に
至
５
ま
で
事
態
多
研

（コ
県
熙
ζ
め
る
こ
と
自
ら
回
Ｑ
肉
掃
パ
鼎
（△
３
風
学
ｉ
■
ｐ
ク
■
の
て

田ヽ
う
か
に
な
り
き
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

晟葱
て
、
里
■
百
体
二
繁
ユ
Ｑ
禦
質
見
て
、
公
Ｉ
Ｅ
えき
っ
て

い
る
の
か
ど
う
か
徊
①
チ
ェ
ッ
ク
毛
ぞ
肴
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
Ｑ

間
Ｑ
５
裳
ぢ
見
て
も
、
一９
０
そ
５
ｏ
９
杏
恰
一も
９
芝
黎
姜
義

生
ぢ

ま
と
も
Ｌ
果
ぎ
っ
て
い
る
と
Ｕ
る
ん
り
れな
い
こ
と
で
す
。

第
一一て
、
お省
署
燻
巣
き
っ
て
量
伊
し
て
も
、
自
２
詰
肥

通事
茎
狐
ｒ
室
思
Ｑ

自
ら
に
「
理
ボ
」
し
、
自
ら
が
「
運
営
」
づ

る
と
Ｙ
２
令
襲
繋
´ヽ
「
旧
規
潤
」
に
て
ら
し
て
も
「
当
面
Ｑ
な
勤

亜騒
ぎ
に
て
Ｐ
学
も
、金
‘
膏
答
写
な
来
上
な
苺
奪
ふ
る

ヽ
）と
プ
者
る

「
鬼
ぎ
栗
公
」
に
■
聾
Ｕ
い
も
の
を
「
Ｃ
札
人
」
と
か
し
、
「
バ

リ
ス
ト
」
ａ
な
ス
徴
９
」日
、
き
へ
）し
実
雀
７
骨
推
菊
ソ
巨
殆
＾

民
主
主
義
橋

づ
乙
景
省
誂

戦
て

，
。
え壇
ト

自
亀
固
ビ
躍
０
解
雪
木

モ

ー

■来
レ
黛
り

ｔ

単
含
蓄

局
逢

『里
塁
塁
（

⊇
埋
″
に
、
螢
畢
冬

土
健
在
が
あ
ヴ
ま
す
。
し
か
し
、
今
自
に
至
フ
Ｚ
し
、
ね
方
じ
ｔ
具
体

的
さ
提
案
建
何
ひ
ヒ
フ
全
単
的
に
朗
ヴ
な
に
し
て
い
な
ｔｌ
の
ア
汗
る

（
旧
自
治
会
規
約

）

第
十

五
条
　
代
議
員
大
会
は
次

の
場
合

に
自
治
会
委
員
長
が

召
集
す

る

一
、
定
例

一
期

一
回

二
、
自
治
委
員
会
が
大
会
開
催
を
決
議
し
た
場
合

三
、
全
会
員
の
十
分
の

一
以
上

の
要
求
が
あ

っ
た

場
合

（
当
面
の
行
動
要
領

）

第
十

一
条
　
代
議
員
大
会
開
催
運
営

の
詳
細
は
自
治
委

員
会

で
決
定
す

る

（
代
議
員
大
会

の
成
立
要
件

）

旧
規
約

、
当
面

の
行
動
要
領
の

い
ず
れ
も

「
各
ク
ラ
ス
か
ら

二
人

に

一
人
の
割
合

で
代
議
員
の
選
出
を
行
う

」
と
定

め
ら

れ
て
お
り

、
従

っ
て
百
ク
ラ
ス
約

一
千
名
の
代
議
員
総
数

の

過
半
数

．
五
百
名
以
上
の
登
録

で
成
立
す

る

バリケード封鎖で構内にも入れぬ (19■
'年

)

＾
お雹
霞
部
に
お
け
る

「
バ
リ
ス
ト
ト
試
験
繊
通
の
実
資
０

２
回
守

二
上百
選
鶴^
黙
３

４
回

・ヽ

認
７
一工常

３
回

・４
璽
闇
行
曇
サ

，

回

(3)
士

イ可
百欠

長
期
イL
し
て
ヽヽ

る
の
か

なヒ
い
W
00





新寮建設の早期実現 !!具体的検討を直1

新寮建設のための我々の五つの要

問 題 の 焦 点 ιま 何 か

会
　
会
会

員
　
員
員

委
会
委
委

任
議
行
任

常
評
執
常

会
会
会
会

治
治
治
治

白
自
白
自

５

５

５

５

圭日立日立日立ロ

養
学
学
学

教
理
医
法

京都大学の全ての学生、教職員の皆さん。

京大吉田寮の「在寮期限」がいよいよ 2か月後に迫って

いますが、重大な事に新寮予算の実現はおろか、新寮建設

にかかわる具体的なプランはなにひとつ明 らかになってい

ません。

周知のように、吉田寮の老朽化は著 しく、自アリ、雨も

りなどのため近い将来、倒壊の危険さえあります.従って

、一刻も早 く新寮建設をかちとることは、学寮 という厚生

施設を維持する上で決定的に重要です。ところが、「在寮

期限」が決定されてから3年以上が経過するにもかかわら

ず、新寮建設の具体化が一向に検討されていないことに事

態の根本的な問題があ ります。

現 状 の ま ま で は

ド EE沼 化 は避 ιす ら れ な い

大学当局は、現吉田寮の敷地に新寮 を建設する方針を決
めて以来、今 日までどのような寮を建てるのか、その際に

現寮生や新入生の入寮希望者の生活保障をどうするのか、

など直接、全大学人に案として提示 したことは一度もあり
ません。

吉田寮自治会は今年度になってから、五項 目の要求など

を大学当局につきつけていますが、その内容は「在寮期限
」後も

″
現在の寮の機能の維持 をはかれ'と いうことが、

中心 となったものです。しかし、大学当局の現在の計画が
、現寮敷地に新寮 を建設するものであるとすれば、当然、
いったんは現寮生 を仮入居施設や熊野寮の空室に移動させ
るなどの生活保障を要求するか、それとも別の方法 を検討
するなどの、新寮建設に関わる具体的な要求の提示 こそが
、求められているはずです。

にもかかわらず、現寮の維持 を基本 とする要求 を掲げる
ことは、結果として大学当局 との具体的な交渉、検討に入
れず、平行線をたどらぎるをえないこと。すなわち寮問題

ちに開始 しよう !|

の長期化、 ドロ沼化への道でしかないことは、この間の事
態の推移を見ても明らかです。

新寮予算についても同様に、埋蔵文化財調査を早急に行

い、政府から予算を獲得しなければ予算は絶対につかない

のですが、これさえも三年間行われていません。現在、予

算国会の最中であり「在寮期限」までの埋蔵文化財調査を

終了させ、具体化をはからなければ予算化が実現せず、振

り出しに戻る危険さえあるのです。

新寮は国立大学の公共施設であり、国民と全大学人の共
通の利害に関わるものです。従って、本来このような問題
は寮自治会だけではなく、全大学人、全学生が直接の当事
者 となるものです。ところが、今 日、全学生の意思 を代表
すべき正規の機構である全学学生自治会が存在 していない
ことが、事態の解決を一層、困難にしています。このよう
な下では少なくとも、各学部の自治会が参加 した大学当局
との交渉が必要であるにもかかわず、大学当局は我々の交
渉要求には、一貫 して不誠実な態度 をとっています。

そればかりか、大学当局は、一部暴力集団のいわゆる「
つるしあげ団交」形式のものには、個々に応じ、責任の所
在が明確にならない言明を、過去 くりかえし行ってきまし
た。このことが、事態の解決に結びつ くどころか、む しろ
混乱の原因になってきたことも明らかです。

今、何よりも求められていることは、一刻も早い新寮建
設の立場に立ち、抽象的論争ではなく、具体的検討を行う
ことです。そして、そのための正規の交渉ルー トを確立 し
、それを具体的に積上げることに他な りません。
以上の点から、我々は大学当局にたいし、次の五点にわ

たる要求を明らかにして、一月中に我々とめ交渉に応ずる
ことを、断固要求するものです。          ｀

たし
を

と
渉

者
交

事
な

当
的

を
体

生
具

学全

①埋蔵文化財調査を一刻も早く行い、新寮建設のための予算化を実現すること

②耕剤彗没に際し、鋤 中の現寮生の生油卿章について、は 耐 を緊急に作るなa具 櫛 な案を康 よ

③来期の新人生の中の、低所得者層のために、希望者の入居保障も、②の項目と併せて検討せよ

④新寮の具体的内容について、我々との交渉に応じよ

また、政府は、「寮食堂をつけない」 瞭 自治への制約をかける」などの不当な干渉を強めている力ヽ これに反対す
る場 をり翔鼈にこせよ

具体的には  (1)寮食堂については、これを設置すること、少なくとも今後の拡充の可能性を持った補食堂をつけ
ること (2)個室については、現寮生や学生のアンケートをとるなど意見を集約したうえで、検討すること (3)負担
区分の■方的決定は行わず、寮生、全学生との協議で決定すること (4)― をはじめ、学生の寮自治権を認
めること

*以上は、全寮連加盟寮の多くで実現していることである                 ・

⑤「バリスト」、授業破壊など一切の暴力にたいし毅然とした態度をとり、また、いわゆる「つるしあげ団交」などに

対する無責任な対応をやめること

学生自治会などとの正規の交渉ル‐卜を確立し、誠実に対応すること

*以上の要求項目について、各自治会の正規の機関や基礎単位で引きつづき議論 しよう




